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1．本論文の目的と意義 
 本論が関心の中心に据えるのは、中国におけるイスラーム教徒、中でも明代以降に現れた回民、
現在の回族の動態である。回族は中国少数民族の中では、全国に広く拡散して居住する一方、都市
に居住する人口比率が高い民族の 1 つであり、近年の中国都市発展の諸問題の影響を大きく受けて
いる。そうした現実的問題から、本論は都市部に在住する回族に注目する。 
 本論は、中国西北地域の回族研究の伝統と深化に比して、空白状態に留まったままの中国東北地
域の回族研究を開拓しようとする挑戦的な試みであり、その回族社会の特色をできるだけ鮮明に描
写する目的をもっている。東北地域でも、比較的長い歴史をもつ都市である瀋陽を取り上げ、回回
営とよばれる回族のコミュニティに焦点を当てて、その歴史民族誌を描くのが本論の中核部分にな
ってくる。特に分析対象となる分野は、民族のアイデンティティ継承に欠かすことのできない民族・
宗教教育と、回族の生活の根幹を支える商業である。 
 従来は回族研究に利用されることのなかった文献資料の発掘や、現地写真資料等の収集につとめ、
また現地フィールドワークによる聴き取り調査の成果を駆使して、回族研究を新たな段階に進める
試みを行ったところに本論文の意義がある。 
 
2．本論文の構成 
 本論は、「はじめに」、第Ⅰ部「近代回族研究と瀋陽回回営の歴史」、第Ⅱ部「瀋陽回回営にお
ける民族教育と商業施設」、「おわりに」に分かれ、第 I部、第 II部それぞれは 2つの章から成り、
最後に参考資料が付される。 
 その目次は次のとおりである。 
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はじめに 
 目的（問題意識） 
 課題提起 
 論文の構成 
第 I部 近代回族研究と瀋陽回回営の歴史 
 第 1章 回族研究の意義 
  第 1節 現代中国の「少数民族」をとりまく状況 
  第 2節 回族をめぐる解釈と定義 
   第 1項 1949年から文化大革命終了まで 
   第 2項 改革開放期の民族理論と回族 
   第 3項 日本の学術界における回族の解釈と定義 
   第 4項 回族とは（まとめ） 
  第 3節 回族研究の動向 
   第 1項 総論的研究 
    1.ジャマーアティをめぐって 
    2.馬強による研究 
   第 2項 個別研究 
    1.中国における研究 
    2.欧米における研究 
    3.日本における研究 
   第 3項 本論で注目する歴史資料 
    1.『瀋陽文史資料第八輯』 
    2.『瀋陽回族志』 
    3.『満鉄調査資料（第 26編）』 
    4.「奉天の囘教寺（上、下）」と「満洲囘教寺建築史の研究」 
 第 2章 瀋陽の回回営の形成と発展 
  第 1節 回族の居住形態 
  第 2節 瀋陽について 
  第 3節 瀋陽回回営 
   第 1項 瀋陽の回回営の地域構造 
    1.「西関二十五条街道」 
    2.回回営の現在 
    3.家族・親族関係 
   第 2項 瀋陽の清真寺 
    1.清真寺内の人員構成 
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    2.南清真寺 
    3.北清真寺 
    4.東清真寺 
    5.他の清真寺 
  第 4節 瀋陽回回営の歴史 
   第 1項 元代から清末まで 
    1.瀋陽回回営の形成期  
    2.瀋陽回回営の発展期（左宝貴時代） 
   第 2項 中華民国期 
   第 3項 満洲国期 
   第 4項 内戦期 
   第 5項 中華人民共和国期 
    1.文化大革命開始期まで 
    2.文化大革命期（1966年～1976年） 
    3.改革開放期 
    4.2000年から現在 
   第 6項 近代における回回営の人口変化 
  章結 
第Ⅱ部 瀋陽回回営における民族教育と商業施設 
 第 3章 瀋陽における回族の教育の変容 
  第 1節 経堂教育 
  第 2節 回民小学 
   第 1項 私立時代 
   第 2項 公立時代 
   第 3項 フィールドワーク 
  第 3節 回民中学 
   第 1項 張子文の回民中学 
   第 2項 瀋陽市回民中学 
  第 4節 瀋陽伊斯蘭教経学院 
  第 5節 回族の女学 
  章結 
 第 4章 瀋陽市回回営の商業 
  第 1節 瀋陽回回営の商業活動 
  第 2節 興遊園と奉天第一商場 
   第 1項 研究の背景 
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   第 2項 奉天回回営内における商業施設の実像 
    1.『奉天経済事情』（1940）と『奉天産業経済事情』（1942）について 
    2.奉天第一商場の記録 
    3.興遊園と「第一商場市場（第一露天市場）」 
   第 3項 興遊園と奉天第一商場の成立過程 
    1.1915年成立説 
    2.興遊園 1925年（と奉天第一商場 1926年）成立説 
    3.興遊園と奉天第一商場の成立年代 
   第 4項 まとめ 
  第 3節 「回民商店」、「二店」、「職工商店」、「南寺商店」 
   第 1項 「回民商店」に関する記述 
   第 2項 「回民商店」、「二店」、「職工商店」、「南寺商店」の実状 
  第 4節 「西関回民市場」と「清真美食街」 
   第 1項 「西関回民市場」 
   第 2項 「清真美食街」 
  章結 
おわりに 
参考資料（文献部分） 
参考資料（付録部分） 
 
3．本論文の概要 
 【はじめに】ここで述べられる問題意識は、世界における「西洋文明とイスラーム文明との軋轢」
と、中国における「急激に成長する都市社会」という現代的な大問題である。前者は現代の中国社
会では民族間の確執として存在し、後者の都市問題はとりわけ少数民族に問題を生じさせている。
この 2 つの問題に直面する象徴的な存在が、都市に居住するイスラーム系民族の回族である。その
歴史と現在の生活を解明すること、すなわち民族誌を描くことを本論の具体的な目的としている。
その目的は、立ち遅れている東北地域の回族史研究、回族コミュニティ研究の基礎と方向性を築く
ことに通じている。回族のコミュニティとして瀋陽市の「回回営」を取り上げ、教育と商業という
2つの分野が、回回営のアイデンティティを伝承・維持するための要素として描かれることになる。 
 【第 I部「近代回族研究と瀋陽回回営の歴史」】は、本研究の前提条件である先行研究の整理と、
研究対象とする場を確認するための基礎研究である。 
 第 1 章「回族研究の意義」では、まず第 1 節で、中国における少数民族研究の基礎が、国家の民
族基本政策としての「民族識別工作」におかれていることを指摘する。 
 次の第 2 節では、回族について、「中国各地に散居し、イスラーム教を信仰し、漢語を日常語と
し、外来民族の子孫を中核としつつ歴史的に形成された民族である」という従来からの定義は無効
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ではないが、現在の中国の政治･社会状況では、民族の独自性や人権を擁護する方向性は希薄となり、
むしろ「身分証明書の民族欄記入の必要を満たすための種別の一種」といった符号付けにすぎなく
なっているのではないかという見解に至り、あらためて回族のアイデンティティ探索の意義を指摘
する。 
 ついで第 3 節では、回族のコミュニティに関する先行研究の中で文化人類学者馬強（陝西師範大
学）による広東省広州市および陝西省西安市のジャマーアティに関する研究が詳細かつ緻密なもの
であり、この研究方法を本論文の調査・研究に援用できるものとしてとくに注目する。また、中国、
欧米および日本における回族のコミュニティ研究の動向のなかから、中国におけるコミュニティ論、
日本におけるアイデンティティ論、人口論、女性論、教育論、商業論といった論点が活用できると
している。 
 第 1 章の結論として、現在の回族研究の新傾向は、回族のコミュニティ、いわゆるジャマーアテ
ィに集中するとしている。 
 第 2 章「瀋陽回回営の形成と発展」では瀋陽の回回営の形態とイスラーム社会としての実態につ
いて論述される。第 1 節と第 2 節において、「大分散、小集中」という回族の歴史的な背景をもつ
居住形態と、本論が具体的な調査研究対象とする瀋陽が、中国国内で地理的・社会的に重要な位置
にあることを示した。第 3節第 1項では、文献資料および現地で収集した写真資料を参照、検討し、
中華民国期から改革開放期に至るまでの回回営の形成過程と地理的範囲の変転の事実を明らかにし
た。さらに、回回営内の独特の人的構造として、擬制的親族名称を使用する慣習を含めて緊密な家
族･親族関係が形成されており、それがコミュニティの中核的構造として機能していることを明らか
にした。第 3節第 2項では瀋陽回回営の中枢を形づくる清真寺の状況を詳細に検討した。その結果、
清真寺の社会階層を「宗教指導者」、「寄宿学生」、「管理委員会」、「一般信徒」に区分する説
にもとづき、かれらが相互に関連し合う社会関係の特徴を明らかにした。またこれまで詳細に検討
されていなかった南清真寺、北清真寺と東清真寺の三清真寺の歴史や遺構の実状を掘り起こした。 
 第 4 節では、元代から中華人民共和国期までを 5 つの時代に分けて、瀋陽回回営の歴史を正面か
ら検証した。その結果、瀋陽回回営における最初の回民の存在は、元朝の至正十二年（1352年）に
遡り、回回営が形成され始めたのは明末清初であり、発展期は清朝末期（左宝貴の時代）であると
推論した。 
 第 2 章の考察の結果、歴史の推移の中で現在の瀋陽の回回営におけるコミュニティは、民族、宗
教、血縁関係といった「絆」の要素が薄まりつつあるものの、国内の多様なムスリム、外国のムス
リムの流入など、新たな要素が加わりつつあると総括している。 
 以上のように、第 I 部では、瀋陽回回営に対する研究の意義を説いた。そして回回営の地理的構
造、人的構造およびそれらの特色と歴史的な変遷過程を把握してみた結果、瀋陽回回営が継続して
存在してきた民族誌的要素として主要なものは、生業形態としての商業施設とイスラーム系民族（回
民）としての宗教施設とであったことが指摘される。 
 【第Ⅱ部「瀋陽回回営における民族教育と商業施設」】は、イスラーム宗教施設で行われた教育
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を含む回族の教育、およびムスリム商業施設の歴史と現状を検討し、瀋陽回回営の歴史民族誌を描
くものである。 
 第 3 章「瀋陽における回族の教育の変容」の第 1 節は、瀋陽の回族の伝統的なイスラーム教育シ
ステムの原点である経堂教育は、1660年代からであることを確認した。 
 第 2 節では、近代瀋陽において私立時代、公立時代と現状という 100 年以上の歴史を経た回回営
内の回民小学は、断続的にせよイスラームあるいは回族文化を伝承する傾向があることが明らかに
なった。その最も大きな理由は、回民小学が回回営の中に存在し続けたためであると著者は考えて
いる。 
 第 3 節で扱われる回民中学は、イスラーム宗教教育を実施するために設立された近代的な宗教学
校であるが、現在に至るまで、殆ど本来の教育目的を達成しえなかったことが明らかになった。回
民中学は回回営との連動性が弱かったことが、その理由の 1つであっただろうという。 
 第 4 節では、政府公認のイスラーム宗教教育機関である瀋陽伊斯蘭教経学院の現実的な役割は極
めて限定的であると結論している。 
 第 5 節では、1 つの新たな宗教教育の展開である瀋陽回族女学が、回回営内において今後のイス
ラームおよび回族の文化を伝承する最も有効な場になる可能性を指摘する。 
 以上第 3 章では、回族の教育が根本的には宗教教育から出発しているにも拘らず、回回営という
コミュニティに深い関係をもつ小学がムスリム教育を維持する傾向が強かった一方、回回営から離
れた地に置かれた中学は、その出発時の動機を除けば、ムスリム教育を実践することがなかったこ
とを立証し、また公的イスラーム宗教機関よりも自律的な女学の役割の大きさを示唆する。 
 第 4 章「瀋陽市回回営の商業」は、瀋陽回回営の存立に大きく関わるもう 1 つの重要な要素、瀋
陽回民の商業を考察している。 
 第 1節では、瀋陽回回営内の商業施設は、集団･集約化して経営される傾向が強いことを具体的資
料をもって明らかにした。 
 第 2 節では、近代における瀋陽回回営の商業活動の淵源を考察した。その結果、張作霖政府の土
地開発に影響されて失業した奉天城周辺の回民小売業者のために、回民馬如麟が自分の野菜畑に設
立した露天市場の興遊園であることが明らかとなった。また、後に馬氏は、北清真寺と相談し、興
遊園と接する北清真寺の野菜畑に奉天第一商場という勧商場を開業したことも明らかとなった。こ
の 2つの商業施設が、近代における回回営の商業基盤となったのである。 
 第 3 節では、中華人民共和国成立以後、「二店」、「職工商店」と「南寺商店」が、小規模の商
業施設であった一方、「回民商店」は、中華人民共和国成立後から 2000年の回回営の土地開発まで
回回営の商業・生活の中心となり、現地の回民経済を担っていた事実を確定した。 
 第 4 節では現在の回回営の実状を検討した結果、現在の回回営にとって、清真寺以外の中心的な
施設は、西関回民商場と清真美食街と看做されると結論した。 
 第 4 章が結論するところは、以上のような回回営における商業活動は、政権の動向や政策に翻弄
されながらも、歴史の伝統として継承されてきていること、その伝統が途絶えないところに瀋陽の
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回族のコミュニティの特色が表れていることである。 
 以上、第Ⅱ部では、第 3 章で、回民小学と回民中学の形成過程と運営状況を比較することによっ
て、回回営がイスラーム社会の伝統に大きな意味をもったこと、教育とくに回族のアイデンティテ
ィにかかわる宗教教育の運営は回回営に依存しなければならないことが立証され、また、第 4 章で
は回回営内の商業活動の歴史の検証から、イスラームの思想であるサダカがかつての回回営内の商
業施設の成立に大きな影響を与えたことを始めとして、現在に至るまで、回回営内の商業施設は、
現地イスラーム文化と相互依存することを明らかにした。 
結論と展望 
 本論文は、近代瀋陽の中の回族とりわけ回回営が継承してきた民族誌の分析から、伝統としての
イスラーム系民族（回民）の「教育」の存在がアイデンティティ継承のために極めて重要であるこ
とと、伝統的な生業形態としての「商業」施設がコミュティの中に息づいている歴史と実態とを明
らかにしたものである。 
 だが、なお明らかにしなければならない問題群がいくつもある。変転する政権の性格、従来から
の固有の大家族、一時的な政治勢力およびそれらを陰から財力で支えた個人や家族、各清真寺の宗
教指導者を形成した小さな宗教グループ、外来の教派、民族・宗教教育の振興者や商業施設の経営
者の存在など、回回営が非常に多様にして複雑な社会構成を成している以上、複数の要素が絡む現
象について詳細な分析は今後も必要であるとしている。 
 
4．論文に対する評価 
 1）積極的・肯定的に評価できる点 
 従来、中国における研究者は、中国近代史上の不名誉とされる満洲国の時代とその地域の研究を
敬遠する傾向が強いため、瀋陽、あるいは中国東北地域における回族研究は、殆ど展開してこなか
った。こういう事実に対し、著者は日本をはじめとする過去・現在の研究と資料を綿密に参照し、
また従来は回族研究に利用されることのなかった文献資料の発掘や、現地写真資料等の利用、現地
フィールドワークによる聴き取り調査の実施により、回族研究を新たな段階に進めることに邁進し
た。この研究方法の確実さは高く評価される。 
 利用した主な文献資料の例として、第 1章第 3節では『瀋陽文史資料第八輯』、『瀋陽回族志』、
および『満鉄調査資料（第 26編）』と『満州建築協会雑誌』の中の回教に関する部分（「奉天の囘
教寺（上）（満洲囘教寺建築の研究七）」、「奉天の囘教寺（下）（満洲囘教寺建築の研究八）」と、
「満洲囘教寺建築史の研究」）という 4つの歴史資料の性格と信頼性を検討し、書誌情報を明確にし
て、資料価値を定めた。 
 フィールドワークに関して、たとえば第 2 章において、瀋陽回回営の実際の歴史を詳細化する際
に、中国側の文献・実物資料が文革での消失を含めて不足している中で、日本側の満洲国時代の調
査研究成果と写真等の民間資料を活用するほかに、民族学的、人類学的な方法論にもとづくインタ
ビュー調査が効果的に実施され、過去の復元に大きな成果をあげている。 
  
－8－ 
  
 考察の成果としては、第 3 章において、イスラームおよび回族教育を伝承するための回族の民族
学校は、運営資金や民衆の支持などの要素が公的な位置付けよりも重要であり、すなわち回回営の
ような回族のコミュニティに依存しなければならないことを指摘した点は、本論文の貢献の 1 つで
あろう。 
 さらに第 4 章で指摘された事実も、本論文の学界への貢献の 1 つと考えることができる。すなわ
ち、中華人民共和国建国の前に成立した興遊園、奉天第一商場や「回民商店」などの商業施設の成
立過程から、回回営の活力と自律性を見て取ったこと、特に注目されるのは、サダカ（喜捨）とい
うムスリムとしての基本的な行為が回回営成立と存続に大きく機能していたことの指摘である。ま
た、回回営の民族宗教教育機関と違って、回回営の商業施設は、一方的に回回営に依存するのでは
なく、回回営と相互依存する存在であったとする見解も傾聴に値しよう。 
 2）本論文に求められる改善点など 
 以上の優越した諸点に対して、指摘しなければならない点も見られる。 
 全体を通じて、著者自身の主張、立場がどこにあるかがわかりにくい。著者は調査地の瀋陽市回
回営出身の回族であるが故に、主観に陥ることを避けて客観的な実証研究を追求した結果ではあろ
うが、それが資料の価値や考察・議論の方向性を読み取りにくくしている。せっかく収集して紹介
したデータ、資料のより深い読み込みと分析、より重点的、選択的な利用をおこなっていれば、筋
の見える議論に発展しえたと思われる部分が見られるのである。他の例として、第 2 章第 4 節第 6
項の人口変化についての考察は重要な内容ではあるが、論説の場を変えるべきであろう。 
 
5．結論 
 いくつか必要な改善点が見られるが、それらは本論文の内容が示した学問上の貢献を損なうもの
ではない。緻密な資料探索とその提示は、本論文を意味深い第一次資料、第二次史料の集成のよう
に仕立てている。そうした文献とフィールドワークで得た一次資料を駆使しながら、瀋陽回回営と
いう回族コミュニティの近現代史の民族誌的記述の描写をおこなったことは学術的な意味で初めて
の試みであり、それ自体が独自性を示すものである。また 2章、3章、4章において、瀋陽の回族が
関わった商業施設と宗教施設の歴史的な実態を詳細にわたって復元し、その宗教教育施設・機関と
商業施設の動向と継承が瀋陽回回営の存在と密接に関連していること、さらに教育と商業が回族ア
イデンティティの伝承にとって最も重要な要素であることを、新たな観点から立証したことは、学
術上の大きな貢献となっている。 
 審査委員全員は、以上の評価に加え、本論文が総合政策研究科博士学位審査に関する取扱要領に
示された「博士学位申請論文審査について」および「最終試験について」の各審査項目のいずれに
ついても、水準に達し、あるいは優れているとの審査意見を表明した。 
 よって審査委員一同は、全員異議なく金博諒氏の本論文は博士（学術）の学位を授与するに値す
るものと認める。 
